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組
織
培
養
に
よ
り
養
成
し
た
ナ
シ
台
木
と
栽
培
品
種
自
根
苗
木
の
実
用
化
に
関
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
礎
的
研
究
伴
野
　
潔
＊
・
田
辺
賢
二
＊
・
田
村
文
男
＊
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
聡
＊
＊
緒
言
　
現
在
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
台
木
の
繁
殖
は
実
生
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
，
こ
れ
ら
の
台
木
は
す
べ
て
自
家
不
和
合
性
を
示
し
，
自
殖
し
な
い
た
め
実
生
に
変
異
が
生
じ
や
す
い
。
一
方
，
挿
木
に
よ
る
栄
養
繁
殖
は
母
樹
と
全
く
同
一
の
遺
伝
子
を
持
つ
個
体
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
，
樹
齢
が
進
む
と
発
根
率
が
著
し
く
低
下
し
，
実
際
に
優
良
台
木
系
統
を
繁
殖
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
　
ま
た
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
の
繁
殖
も
台
木
と
同
様
実
生
で
は
同
じ
形
質
の
も
の
を
作
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
，
さ
ら
に
挿
木
に
よ
る
発
根
が
困
難
な
た
め
に
接
木
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
，
同
一
形
質
の
個
体
を
一
時
に
多
数
増
殖
す
る
こ
と
が
で
き
，
技
術
的
に
も
簡
便
で
あ
る
な
ど
多
く
の
長
所
が
あ
る
。
し
か
し
，
季
節
の
制
約
を
受
け
る
と
同
時
に
，
増
殖
能
率
も
限
ら
れ
て
い
る
。
　
一
方
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
優
良
台
本
系
統
及
び
栽
培
品
種
の
繁
殖
法
と
し
て
，
組
織
培
養
技
術
を
利
用
し
た
急
速
大
量
増
殖
法
が
報
告
さ
れ
て
い
る
㈲
。
こ
の
繁
殖
法
の
利
点
と
し
て
は
，
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
個
体
が
得
ら
れ
る
こ
と
，
短
期
間
に
大
量
の
ク
ロ
ー
ン
が
得
ら
れ
る
こ
と
，
さ
ら
に
台
木
を
使
用
せ
ず
に
自
根
苗
に
よ
る
果
実
生
産
が
可
能
に
な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
在
，
こ
の
手
法
を
用
い
て
発
根
の
困
難
な
リ
ン
ゴ
台
木
の
繁
殖
及
び
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
，
ブ
ド
ウ
の
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
の
技
術
が
す
で
に
確
立
，
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
　
今
後
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
の
実
用
化
に
伴
い
，
同
じ
ニ
ホ
ン
ナ
シ
台
木
で
も
耐
乾
性
，
耐
湿
性
，
ユ
ズ
肌
抵
抗
性
，
病
虫
害
抵
抗
性
な
ど
の
優
良
形
質
を
も
つ
系
統
の
選
抜
や
育
種
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
，
鳥
取
県
下
の
ナ
シ
栽
培
の
実
状
を
見
る
と
樹
齢
4
0
～
5
0
年
の
老
木
が
大
半
を
占
め
，
そ
の
更
新
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
た
め
に
優
良
形
質
を
持
つ
台
木
が
大
量
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
台
木
の
実
用
性
の
検
討
が
早
急
に
望
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
の
自
根
苗
生
産
が
可
能
に
な
れ
ば
，
発
育
の
揃
っ
た
優
良
苗
木
を
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
，
現
在
生
産
現
・
鳥
取
大
学
農
学
部
生
物
生
産
学
講
座
園
芸
学
分
野
・
＊
鳥
取
県
果
樹
野
菜
試
験
場
一
5
5
一
場
で
起
こ
っ
て
い
る
，
え
そ
斑
点
病
や
ナ
シ
萎
縮
病
等
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
生
産
力
の
低
下
，
品
質
の
劣
変
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
木
の
生
産
・
配
布
が
早
急
に
望
ま
れ
て
い
る
。
　
本
研
究
は
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
ナ
シ
台
木
及
び
栽
培
品
種
自
根
苗
を
従
来
の
実
生
苗
及
び
接
木
苗
と
比
較
し
，
形
態
的
・
生
理
的
観
点
か
ら
諸
特
性
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
，
こ
れ
ら
の
実
用
化
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
，
3
0
年
生
の
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
台
木
が
，
3
年
生
の
実
生
台
木
と
同
様
の
R
e
j
u
v
e
n
a
t
i
o
n
（
若
返
り
現
象
）
を
示
し
た
点
に
注
目
し
，
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
　
一
5
6
一
第
1
章
　
ナ
シ
の
組
織
培
養
台
木
の
特
性
と
R
e
j
u
v
e
n
a
t
i
o
n
　
一
般
に
，
ナ
シ
の
台
木
に
は
‘
ニ
ホ
ン
ヤ
マ
ナ
シ
’
や
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
の
実
生
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
，
こ
れ
ら
の
台
木
は
す
べ
て
自
家
不
和
合
性
を
示
し
，
自
殖
し
な
い
た
め
に
実
生
は
広
範
な
遺
伝
的
変
異
を
示
す
。
ま
た
，
発
育
も
不
揃
い
で
優
良
苗
木
を
大
量
に
生
産
す
る
上
で
支
障
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
耐
乾
性
，
耐
湿
性
な
ど
の
諸
形
質
を
持
つ
優
良
台
木
系
統
を
大
量
に
増
殖
す
る
技
術
の
確
立
が
望
ま
れ
て
い
る
。
　
一
方
，
こ
れ
ら
の
台
木
の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
方
法
と
し
て
，
組
織
培
養
法
を
用
い
た
急
速
大
量
増
殖
法
が
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ω
。
し
か
し
，
こ
の
よ
う
に
組
織
培
養
に
よ
り
養
成
さ
れ
た
台
木
が
実
用
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
は
未
だ
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
，
早
急
な
検
討
が
望
ま
れ
て
い
る
。
　
本
章
で
は
，
3
0
年
生
の
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
台
木
が
，
3
年
生
の
実
生
台
木
と
同
様
の
若
返
り
現
象
を
示
し
た
点
に
注
目
し
，
組
織
培
養
台
木
と
実
生
台
木
の
諸
特
性
を
比
較
検
討
し
た
。
さ
ら
に
，
こ
れ
ら
を
台
木
と
し
て
実
際
に
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
を
接
木
し
，
種
木
品
種
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
，
組
織
培
養
台
木
の
実
用
化
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。
第
1
節
　
組
織
培
養
台
木
と
実
生
台
木
の
特
性
比
較
1
．
材
料
及
び
方
法
　
本
学
ニ
ホ
ン
ナ
シ
開
発
実
験
室
系
統
保
存
区
に
栽
植
さ
れ
て
い
る
3
0
年
生
の
ニ
ホ
ン
ナ
シ
台
木
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
砂
剛
s
6
碗
／
抱
φ
磁
B
N
N
G
E
（
N
o
．
3
）
を
供
試
し
た
。
1
9
8
4
年
に
そ
の
新
梢
茎
頂
か
ら
0
．
5
m
m
以
下
の
茎
頂
端
を
摘
出
し
，
継
代
培
養
を
行
っ
た
後
発
根
さ
せ
て
，
1
9
8
5
年
春
か
ら
馴
化
・
養
成
し
た
個
体
を
組
織
培
養
苗
と
し
た
。
ま
た
，
そ
れ
と
同
年
，
早
春
に
同
じ
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
の
種
子
を
播
種
・
養
成
し
た
個
体
を
実
生
苗
と
し
た
。
こ
の
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
を
以
下
に
示
す
実
験
に
用
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
比
較
検
討
し
た
。
　
一
方
，
1
9
8
7
年
6
月
中
旬
に
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
（
組
織
培
養
苗
と
同
じ
3
0
年
生
の
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
以
下
同
様
）
に
つ
い
て
緑
枝
挿
し
を
行
い
，
得
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
木
苗
も
同
様
に
以
下
の
実
験
に
用
い
て
，
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
。
　
な
お
，
統
計
処
理
は
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
法
に
よ
り
行
っ
た
。
　
1
）
樹
体
の
初
期
生
育
　
1
9
8
7
年
（
3
年
生
）
の
4
月
中
旬
に
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
を
素
焼
鉢
か
ら
掘
り
上
げ
て
，
生
育
状
態
を
調
査
し
た
。
ま
た
，
1
9
8
7
年
（
3
年
生
）
，
1
9
8
8
年
（
4
年
生
）
，
1
9
8
9
年
（
5
年
生
）
の
1
0
月
中
旬
に
，
両
台
木
の
総
新
梢
長
及
び
幹
径
を
調
査
し
た
。
　
一
方
，
1
9
8
8
年
，
1
9
8
9
年
の
1
0
月
中
旬
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
総
新
梢
長
及
び
幹
径
を
調
査
し
た
。
　
2
）
形
態
的
特
性
　
1
9
8
7
年
の
1
0
月
中
旬
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
葉
を
採
取
し
て
，
こ
れ
ら
の
縦
径
，
横
径
，
厚
さ
及
び
1
葉
重
を
調
査
し
た
。
ま
た
，
1
9
8
7
年
に
お
い
て
組
織
培
養
苗
に
実
生
苗
と
同
様
の
ト
ゲ
が
現
れ
た
こ
と
一
5
7
一
　か
ら
，
そ
の
ト
ゲ
の
形
態
に
つ
い
て
比
較
調
査
し
，
さ
ら
に
1
9
8
8
年
，
1
9
8
9
年
に
両
台
木
の
ト
ゲ
数
を
継
続
し
て
調
査
し
た
。
　
一
方
，
1
9
8
8
年
の
1
0
月
中
旬
に
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
葉
を
採
取
し
て
，
葉
の
形
態
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
，
1
9
8
9
年
の
6
月
中
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
木
苗
の
根
を
太
根
（
直
径
3
m
m
以
上
）
，
中
根
（
同
1
～
3
m
m
）
，
細
根
（
同
1
m
m
以
下
）
に
わ
け
，
そ
れ
ぞ
れ
の
根
重
及
び
構
成
割
合
を
調
査
し
た
。
　
3
）
挿
木
発
根
能
　
1
9
8
7
年
，
1
9
8
8
年
，
1
9
8
9
年
の
9
月
中
句
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
発
育
枝
を
採
取
し
た
。
こ
れ
ら
の
枝
を
2
節
程
度
の
長
さ
に
わ
け
斜
め
切
り
に
し
た
挿
し
穂
を
，
オ
ー
キ
シ
ン
（
I
B
A
）
の
0
，
2
5
，
5
0
p
p
m
溶
液
に
2
4
時
間
浸
漬
処
理
し
た
後
、
ミ
ス
ト
床
に
挿
し
て
緑
枝
挿
し
を
行
っ
た
。
挿
木
を
行
っ
て
2
ケ
月
経
過
し
た
後
，
そ
れ
ぞ
れ
の
発
根
率
及
び
個
体
当
た
り
の
総
根
長
を
調
査
し
た
。
　
4
）
根
の
生
理
活
性
　
1
9
8
7
年
の
6
月
中
旬
に
，
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
の
新
根
，
細
根
を
採
取
し
，
そ
れ
ら
の
呼
吸
量
及
び
代
謝
活
性
を
測
定
し
た
。
根
の
呼
吸
量
は
，
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
り
測
定
し
，
C
O
2
発
生
量
と
し
て
表
し
た
。
一
方
，
根
の
代
謝
活
性
は
，
T
T
C
還
元
能
力
測
定
法
に
よ
り
測
定
し
，
フ
ォ
ル
マ
ザ
ン
生
成
量
と
し
て
表
し
た
。
　
根
の
呼
吸
量
は
，
両
台
木
の
細
根
0
．
5
9
を
バ
イ
ア
ル
瓶
に
い
れ
，
小
量
の
純
水
を
入
れ
た
後
密
閉
し
，
2
0
℃
で
3
時
間
放
置
後
シ
リ
ン
ジ
で
内
部
の
ガ
ス
を
抜
き
取
り
，
m
T
A
C
I
｛
1
2
6
3
型
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
（
T
C
D
）
で
測
定
し
た
。
純
品
に
よ
る
保
持
時
間
か
ら
検
量
線
を
作
成
し
，
C
O
2
の
定
量
を
行
っ
た
。
　
一
方
，
根
の
代
謝
活
性
は
，
0
．
4
％
2
，
3
，
5
－
t
r
i
p
h
e
n
y
l
　
t
e
t
r
a
z
o
l
i
u
m
　
c
h
l
o
r
i
d
e
と
，
1
／
1
0
M
　
p
h
o
s
p
h
a
t
e
b
u
f
f
e
r
（
p
H
6
．
0
）
の
等
量
混
合
液
を
入
れ
た
試
験
管
の
中
に
，
両
台
木
の
新
根
及
び
細
根
0
．
5
9
を
浸
し
た
。
こ
れ
を
3
7
℃
で
3
時
間
保
ち
2
N
－
H
2
S
O
、
2
m
l
で
反
応
を
停
止
し
，
　
t
e
t
r
a
z
o
l
i
u
m
の
還
元
に
よ
っ
て
生
成
し
た
ホ
ル
マ
ザ
ン
を
酢
酸
エ
チ
ル
で
抽
出
し
，
4
8
5
n
m
の
吸
光
度
に
よ
っ
て
測
定
し
た
。
さ
ら
に
，
採
取
し
た
細
根
の
一
部
は
F
A
A
で
固
定
し
た
後
，
上
昇
エ
タ
ノ
ー
ル
系
列
で
脱
水
し
酢
酸
イ
ソ
ア
ミ
ル
を
中
間
液
と
し
て
用
い
臨
界
点
乾
燥
し
た
後
白
金
で
蒸
着
し
，
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
（
H
I
T
A
C
H
I
　
X
－
6
5
0
型
）
で
表
面
構
造
を
観
察
し
た
。
　
一
方
，
1
9
8
9
年
6
月
中
旬
に
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
細
根
を
採
取
し
，
同
様
の
方
法
で
そ
れ
ぞ
れ
の
根
の
呼
吸
量
及
び
代
謝
活
性
を
測
定
し
た
。
　
5
）
無
機
成
分
の
吸
収
　
果
樹
の
肥
料
成
分
の
吸
収
状
態
は
，
葉
成
分
含
量
に
敏
感
に
現
れ
る
こ
と
か
ら
，
1
9
8
7
年
3
月
か
ら
1
0
月
に
か
け
て
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
の
葉
（
成
葉
）
を
経
時
的
に
採
取
し
た
。
採
取
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
は
乾
物
に
し
，
得
ら
れ
た
粉
末
試
料
0
．
5
9
を
用
い
て
，
チ
ッ
ソ
，
リ
ン
，
カ
リ
ウ
ム
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
葉
内
含
量
を
測
定
し
た
。
チ
ッ
ソ
含
量
は
ケ
ル
ダ
ー
ル
法
で
測
定
し
，
リ
ン
，
カ
リ
ウ
ム
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
，
高
温
灰
化
法
（
2
°
）
に
よ
り
粉
末
試
料
を
灰
化
し
た
後
，
リ
ン
含
量
は
バ
ナ
ド
モ
リ
ブ
デ
ン
酸
法
で
，
カ
リ
ウ
ム
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
原
子
吸
光
法
で
，
そ
れ
ぞ
れ
測
定
し
た
。
　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
葉
（
成
葉
）
を
，
1
9
8
9
年
6
月
か
ら
1
0
月
に
か
け
て
経
時
的
に
採
取
し
，
同
様
の
方
法
で
各
無
機
成
分
の
葉
内
含
量
を
測
定
し
た
。
　
6
）
内
生
生
長
調
節
物
質
　
1
9
8
7
年
6
月
中
旬
に
，
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
の
根
及
び
葉
を
採
取
し
て
，
第
1
3
図
に
示
す
方
法
に
従
っ
て
内
生
生
長
調
節
物
質
の
抽
出
分
離
を
行
い
，
酢
酸
エ
チ
ル
可
溶
性
酸
性
分
画
及
び
ア
ン
モ
ニ
ア
可
溶
性
塩
基
性
分
画
一
5
8
一
を
得
た
。
酸
性
分
画
に
つ
い
て
は
，
ジ
ベ
レ
リ
ン
活
性
を
イ
ネ
‘
短
銀
坊
主
に
よ
る
矯
性
イ
ネ
検
定
法
に
よ
り
測
定
し
，
塩
基
性
分
画
に
つ
い
て
は
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
活
性
を
ダ
イ
ズ
カ
ル
ス
検
定
法
に
よ
り
測
定
し
た
。
2
．
結
果
　
1
）
樹
体
の
初
期
生
育
　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
，
養
成
3
年
目
の
春
先
に
お
け
る
生
育
状
態
を
写
真
1
に
示
し
た
。
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
著
し
く
細
根
が
多
く
，
ま
た
地
上
部
に
お
け
る
新
梢
の
分
枝
も
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
　
さ
ら
に
，
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
初
期
生
育
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
第
1
表
に
示
し
た
。
養
成
3
年
目
の
1
9
8
7
年
で
は
，
組
織
培
養
苗
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
が
，
養
成
4
年
目
，
5
年
目
の
1
9
8
8
年
，
1
9
8
9
年
に
は
，
両
者
の
初
期
生
育
に
ほ
と
ん
ど
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
，
組
織
培
養
苗
の
方
が
良
好
な
生
育
を
示
し
た
。
　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
初
期
生
育
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
第
2
表
に
示
し
た
。
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
は
，
1
9
8
8
年
，
1
9
8
9
年
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
，
実
生
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
中
間
の
初
期
生
育
を
示
し
た
。
　
2
）
形
態
的
特
性
　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
に
お
け
る
葉
の
特
性
を
第
3
表
及
び
写
真
2
に
示
し
た
。
組
織
培
養
苗
の
葉
は
，
縦
経
，
横
経
，
厚
さ
，
1
葉
重
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
他
よ
り
高
い
値
を
示
し
，
葉
が
大
き
く
て
厚
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
　
ま
た
，
実
生
苗
で
み
ら
れ
た
ト
ゲ
を
写
真
3
に
示
し
た
。
実
生
で
は
ト
ゲ
が
数
年
間
み
ら
れ
る
が
，
そ
れ
以
降
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
く
な
り
，
幼
木
相
（
J
u
v
e
n
i
l
e
　
p
h
a
s
e
）
か
ら
成
木
相
（
A
d
u
l
t
　
p
h
a
s
e
）
へ
移
行
す
る
こ
と
が
わ
か
る
鍋
。
一
方
，
組
織
培
養
苗
で
み
ら
れ
た
ト
ゲ
を
写
真
4
に
示
し
た
。
3
0
年
生
の
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
苗
か
ら
，
3
年
生
の
実
生
苗
と
同
様
の
ト
ゲ
が
認
め
ら
れ
，
成
木
相
に
達
し
て
い
た
も
の
が
幼
木
期
に
戻
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
，
組
織
培
養
苗
で
み
ら
れ
た
ト
ゲ
は
，
実
生
苗
で
み
ら
れ
た
ト
ゲ
と
形
態
的
に
多
少
異
な
り
，
少
し
な
め
ら
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
，
1
9
8
8
年
及
び
1
9
8
9
年
に
こ
れ
ら
の
ト
ゲ
数
を
調
査
し
た
結
果
，
組
織
培
養
苗
で
は
1
9
8
9
年
に
お
い
て
ト
ゲ
が
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
組
織
培
養
苗
で
は
4
年
目
の
1
9
8
8
年
に
花
芽
が
形
成
さ
れ
，
1
9
8
9
年
春
に
開
花
し
た
（
第
1
表
）
。
　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
に
つ
い
て
，
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
の
形
態
及
び
ト
ゲ
数
を
調
査
し
た
結
果
を
第
2
表
に
示
し
た
。
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
の
形
態
は
，
実
生
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
中
間
的
な
形
態
を
示
し
，
ま
た
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
の
ト
ゲ
数
は
樹
齢
の
経
過
に
伴
っ
て
減
少
し
，
成
木
の
挿
木
苗
で
は
ト
ゲ
が
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
さ
ら
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
根
の
形
態
を
第
1
図
，
写
真
5
に
示
し
た
。
実
生
苗
及
び
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
で
は
，
細
根
の
占
め
る
割
合
が
多
か
っ
た
が
，
実
生
苗
の
挿
木
苗
は
全
体
の
根
量
が
少
な
く
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
が
最
も
細
根
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
一
方
，
成
木
の
挿
木
苗
は
太
根
い
わ
ゆ
る
走
り
根
が
多
く
，
細
根
の
占
め
る
割
合
は
最
も
少
な
か
っ
た
。
　
3
）
挿
木
発
根
能
　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
緑
枝
挿
し
に
よ
る
発
根
率
を
第
2
図
に
示
し
た
。
緑
枝
挿
し
を
行
っ
た
い
ず
れ
の
年
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
と
ほ
ぼ
同
様
の
発
根
率
を
示
し
，
成
木
の
失
っ
た
挿
木
発
根
能
を
回
復
し
続
け
て
い
た
。
ま
た
，
養
成
5
年
目
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
発
根
の
様
子
を
写
真
6
に
示
し
た
。
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実
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緑
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挿
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発
根
率
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実
！
い
㌔
‘
1
　
　
　
0
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口
1
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迄
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写
真
6
　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
　
　
　
木
の
緑
枝
挿
し
に
よ
る
発
根
　
　
　
　
（
養
成
5
年
副
5
年
目
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
と
同
程
度
発
根
し
，
I
B
A
を
2
5
p
p
m
の
濃
度
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
7
5
％
も
の
発
根
率
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
よ
り
根
量
は
劣
る
も
の
の
，
仕
事
を
す
る
細
根
の
量
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
　
4
）
根
の
生
理
活
性
　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
に
お
け
る
生
理
活
性
を
第
4
表
に
示
し
た
。
C
O
2
発
生
量
は
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，
実
生
苗
と
の
間
に
6
倍
程
度
の
差
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
フ
ォ
ル
マ
ザ
ン
生
成
量
も
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，
実
生
苗
と
の
間
に
1
．
5
倍
程
度
の
差
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
，
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
細
根
の
表
面
構
造
を
電
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生
苗
と
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織
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養
苗
の
根
に
お
け
る
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含
量
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実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
に
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け
る
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ト
カ
イ
ニ
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含
量
台
　
木
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ベ
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ン
含
量
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根
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生
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組
織
培
養
苗
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子
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
結
果
，
組
織
培
養
苗
の
細
根
の
表
面
に
無
数
の
付
着
物
が
認
め
ら
れ
た
（
写
真
7
）
。
　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
に
お
け
る
根
の
生
理
活
性
を
第
5
表
に
示
し
た
。
C
O
，
発
生
量
は
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
が
他
に
比
べ
て
特
に
多
く
，
実
生
苗
と
成
木
の
挿
木
苗
の
間
に
は
明
瞭
な
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，
フ
ォ
ル
マ
ザ
ン
生
成
量
も
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
が
最
も
多
く
，
次
い
で
成
木
，
実
生
苗
の
挿
木
苗
の
順
で
あ
っ
た
。
　
5
）
無
機
成
分
の
吸
収
　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
に
お
け
る
葉
内
無
機
成
分
含
量
の
季
節
的
変
化
を
第
3
図
か
ら
第
7
図
ま
で
示
し
た
。
葉
内
窒
素
含
量
は
，
生
育
初
期
は
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，
以
後
は
実
生
苗
の
方
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
葉
内
リ
ン
含
量
は
，
両
台
木
と
も
3
月
下
旬
に
高
い
値
を
示
し
た
が
，
以
後
は
ほ
ぼ
一
定
の
値
で
推
移
し
，
両
者
の
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
カ
リ
ウ
ム
含
量
は
，
葉
内
チ
ッ
ソ
含
量
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
，
特
に
生
育
初
期
に
お
い
て
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
葉
内
カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
は
，
生
育
期
間
を
通
し
て
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，
逆
に
葉
内
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
実
生
苗
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
に
お
け
る
葉
内
無
機
成
分
含
量
の
変
化
を
第
8
図
か
ら
第
1
2
図
に
示
し
た
。
葉
内
チ
ッ
ソ
含
量
は
，
生
育
後
期
に
お
い
て
実
生
苗
の
挿
木
苗
が
高
い
値
を
示
し
た
が
，
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
リ
ン
含
量
は
各
挿
木
内
に
お
い
て
変
動
が
大
き
く
一
定
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
は
，
生
育
盛
期
に
お
い
て
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
が
高
い
値
を
示
し
，
葉
内
カ
リ
ウ
ム
及
び
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
，
各
挿
木
苗
の
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
6
）
内
生
生
長
調
節
物
質
　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
根
に
お
け
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
及
び
ジ
ベ
レ
リ
ン
活
性
を
第
6
表
，
第
1
4
図
に
示
し
た
。
ま
た
，
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
葉
，
根
に
お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
含
量
及
び
葉
に
お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
活
性
を
第
7
表
，
第
1
5
図
に
示
し
た
。
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
は
実
生
苗
の
方
が
多
く
，
逆
に
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
含
量
は
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
第
2
節
　
穂
木
品
種
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
1
．
材
料
及
び
方
法
　
第
1
節
と
同
様
の
方
法
で
養
成
し
た
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
を
台
木
と
し
て
，
1
9
8
7
年
3
月
下
旬
に
‘
新
水
’
‘
二
十
世
紀
’
及
び
豊
水
’
の
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
を
接
木
し
た
も
の
を
供
試
し
た
。
こ
れ
ら
の
接
木
苗
を
以
下
の
実
験
に
用
い
て
，
穂
木
品
種
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
を
検
討
し
た
。
な
お
，
供
試
し
た
3
晶
種
は
養
成
3
年
一
6
6
一
目
の
1
9
8
9
年
春
に
圃
場
へ
定
植
し
た
。
　
1
）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成
　
1
9
8
7
年
（
1
年
生
）
，
1
9
8
8
年
（
2
年
生
）
，
1
9
8
9
年
（
3
年
生
）
の
1
0
月
中
旬
に
，
供
試
し
た
接
木
苗
の
総
新
梢
長
，
幹
径
及
び
花
芽
形
成
率
を
調
査
し
た
。
　
2
）
形
態
的
特
性
　
1
9
8
9
年
の
1
0
月
中
旬
に
，
供
試
し
た
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
調
査
し
た
。
　
3
）
無
機
成
分
の
吸
収
　
1
9
8
7
年
6
月
か
ら
1
0
月
に
か
け
て
，
供
試
し
た
接
木
苗
の
葉
（
成
葉
）
を
経
時
的
に
採
取
し
た
。
採
取
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
は
乾
物
に
し
て
粉
末
試
料
と
し
，
第
1
節
と
同
様
の
方
法
で
チ
ッ
ソ
，
リ
ン
，
カ
リ
ウ
ム
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
葉
内
含
量
を
測
定
し
た
。
　
4
）
果
実
　
1
9
8
9
年
に
供
試
し
た
接
木
苗
に
果
実
を
着
果
さ
せ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
収
穫
適
期
（
適
熟
）
に
果
実
を
収
穫
し
，
果
形
，
果
重
，
糖
度
及
び
硬
度
を
調
査
し
た
。
2
．
結
果
1
）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成
　
接
木
し
た
ニ
ホ
ン
ナ
シ
3
品
種
の
生
育
及
び
花
芽
形
成
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
を
第
8
表
か
ら
第
1
0
表
に
示
し
た
。
樹
体
の
生
長
は
養
成
1
年
目
の
1
9
8
7
年
に
お
い
て
は
，
一
般
に
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
組
織
培
養
台
木
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
（
写
真
8
，
9
，
1
0
）
。
養
成
2
年
目
，
3
年
目
の
1
9
8
8
年
，
1
9
8
9
年
で
は
両
者
の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
組
織
培
養
台
木
の
方
が
生
育
が
良
好
で
あ
っ
た
。
一
方
，
花
芽
形
成
率
は
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
，
養
成
1
年
目
の
1
9
8
7
年
に
お
い
て
実
生
台
木
の
方
が
高
い
値
を
示
し
た
が
，
以
後
は
組
織
培
養
台
木
の
方
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
　
2
）
形
態
的
特
性
　
実
生
台
木
と
組
織
培
養
台
木
に
接
木
し
た
ニ
ホ
ン
ナ
シ
3
品
種
の
根
の
形
態
を
写
真
1
1
か
ら
写
真
1
3
に
示
し
た
。
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新
水
’
の
新
梢
生
長
に
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ぼ
す
組
織
培
養
台
本
の
影
響
　
　
　
　
（
養
成
1
年
目
）
　
　
　
　
（
左
：
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）
写
真
9
　
‘
二
十
世
紀
’
の
新
梢
生
長
に
及
ほ
す
組
織
培
養
台
木
の
　
　
　
　
影
響
（
養
成
1
年
目
）
　
　
　
　
（
左
‘
実
全
台
木
　
右
　
組
織
培
養
台
木
）
　
　
　
　
　
　
・
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響
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真
1
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‘
豊
水
’
の
新
梢
生
長
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
（
養
成
1
年
目
）
（
左
：
実
生
台
木
　
右
　
組
織
培
養
台
木
）
や爵
写
真
1
1
噺
水
’
の
根
の
形
態
に
及
｝
i
汀
組
織
培
養
台
木
の
影
響
　
　
　
　
（
左
　
実
生
台
木
　
右
　
組
織
培
養
台
木
）
．
養
＼
嚢
写
真
1
2
　
‘
二
十
世
紐
の
根
の
形
態
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
　
　
写
真
1
3
　
‘
豊
水
’
の
根
の
形
態
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
　
　
　
　
影
響
（
左
，
実
生
台
木
　
右
　
組
織
培
養
台
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
　
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）
一
6
8
一
一
般
に
，
‘
新
水
’
で
は
従
来
の
実
生
台
木
に
接
木
し
た
場
合
，
地
下
部
に
占
め
る
太
根
や
中
根
の
割
合
が
高
く
，
逆
に
細
根
の
割
合
が
低
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
，
組
織
培
養
台
木
に
接
木
し
た
場
合
，
細
根
の
占
め
る
割
合
が
著
し
く
増
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
‘
二
十
世
紀
’
及
び
‘
豊
水
に
お
い
て
も
，
地
下
部
に
占
め
る
細
根
の
割
合
が
若
干
増
加
し
た
。
　
3
）
無
機
成
分
の
吸
収
　
接
木
し
た
ニ
ホ
ン
ナ
シ
3
品
種
の
葉
内
無
機
成
分
含
量
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
を
第
1
6
図
か
ら
第
2
0
図
に
示
し
た
。
葉
内
チ
ッ
ソ
含
量
は
，
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
両
台
木
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
リ
ン
含
量
は
，
豊
水
’
に
お
い
て
は
両
台
木
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
噺
水
’
及
び
‘
二
十
世
紀
’
で
は
生
育
後
期
に
お
い
て
実
生
台
木
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
葉
内
カ
リ
ウ
ム
含
量
は
，
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
一
定
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
は
，
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
生
育
盛
期
で
は
両
台
木
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
生
育
後
期
に
お
い
て
組
織
培
養
台
木
の
方
が
特
に
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
葉
内
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
，
一
般
に
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
実
生
台
木
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
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葉
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台
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図
　
噺
水
’
，
叱
二
十
世
紀
及
び
豊
水
’
の
葉
内
リ
　
　
　
ン
含
量
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
　
　
　
　
　
O
史
生
n
木
　
　
　
●
戊
日
養
【
〕
人
一
6
9
一
　
4
）
果
実
　
接
木
し
た
3
品
種
に
，
養
成
3
年
目
の
1
9
8
9
年
に
初
結
実
さ
せ
た
果
実
を
写
真
1
4
か
ら
写
真
1
6
に
示
し
た
。
ま
た
，
そ
れ
ぞ
れ
の
果
実
特
性
を
第
1
1
表
か
ら
第
1
3
表
に
示
し
た
。
豊
水
に
お
い
て
は
，
組
織
培
養
台
木
の
方
が
果
実
が
大
き
く
，
味
，
肉
質
に
お
い
て
は
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
‘
新
水
’
及
び
‘
二
十
世
紀
’
で
は
，
果
実
の
大
き
さ
，
味
，
肉
質
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，
収
穫
i
時
期
は
い
ず
れ
の
晶
種
で
も
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
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養
台
木
の
　
　
　
影
響
　
　
　
　
　
O
実
！
1
：
台
木
　
　
　
●
培
佼
台
人
’
写
真
1
4
　
‘
新
水
’
の
果
実
発
育
に
及
ぽ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
　
　
　
（
左
：
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）
写
真
1
5
　
‘
二
十
世
紀
’
の
果
実
発
育
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
　
　
　
影
響
　
　
　
（
左
：
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）
一
7
1
一
写
真
1
6
‘
豊
水
’
の
果
実
発
育
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
　
　
　
　
（
左
：
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）
第
3
節
　
考
察
s
　
一
般
に
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
は
，
従
来
の
繁
殖
法
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
よ
り
も
生
育
が
旺
盛
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
R
o
s
a
t
i
ら
（
2
2
）
は
モ
モ
の
台
木
を
用
い
て
，
ま
た
S
w
a
r
t
z
ら
（
2
4
）
は
イ
チ
ゴ
を
用
い
て
同
様
の
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
　
本
実
験
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
新
梢
生
長
が
旺
盛
で
樹
勢
が
強
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
著
し
く
細
根
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
根
が
樹
体
の
生
育
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
，
そ
れ
ら
の
芽
の
生
理
活
性
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
，
組
織
培
養
苗
は
，
実
生
苗
に
比
べ
根
の
呼
吸
量
が
多
く
，
T
T
C
に
よ
る
根
の
還
元
能
が
高
い
こ
と
か
ら
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
よ
り
根
の
生
理
活
性
が
高
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
養
水
分
の
吸
収
器
官
で
あ
る
根
の
生
理
活
性
が
高
い
こ
と
が
，
組
織
培
養
苗
の
旺
盛
な
生
育
を
も
た
ら
し
た
一
因
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
，
実
際
に
そ
れ
ら
を
台
木
と
し
て
接
木
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
台
木
の
実
生
台
木
に
比
べ
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
，
台
木
と
し
て
用
い
た
組
織
培
養
苗
の
細
根
量
が
多
く
，
そ
の
生
理
活
性
が
高
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
，
根
の
生
理
活
性
は
，
一
般
に
養
水
分
の
吸
収
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
1
6
鮒
。
す
な
わ
ち
，
根
細
胞
の
好
気
呼
吸
に
よ
り
養
水
分
の
積
極
的
吸
収
が
促
進
さ
れ
る
。
本
実
験
に
お
い
て
，
組
織
培
養
苗
は
チ
ッ
ソ
の
吸
収
が
早
期
吸
収
型
で
あ
る
の
に
対
し
，
実
生
苗
で
は
お
そ
効
き
型
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
，
組
織
培
養
苗
の
根
の
生
理
活
性
が
高
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
，
樹
体
の
生
育
初
期
は
根
や
枝
葉
の
広
が
る
時
期
で
，
チ
ッ
ソ
を
最
も
多
く
必
要
と
す
る
⑬
こ
と
か
ら
，
組
織
培
養
苗
は
樹
体
の
生
育
に
お
い
て
効
果
的
に
チ
ッ
ソ
を
吸
収
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
，
こ
れ
ら
を
台
木
と
し
て
実
際
に
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
を
接
木
し
た
個
体
に
お
い
て
も
，
台
木
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
，
組
織
培
養
苗
を
台
木
と
し
て
用
い
た
場
合
，
特
に
生
育
後
期
に
お
い
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
現
在
，
生
産
現
場
に
お
い
て
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
果
実
の
生
理
障
害
の
一
つ
で
あ
る
ユ
ズ
肌
病
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
，
こ
れ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
欠
乏
が
原
因
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
細
根
量
が
多
く
し
か
も
生
育
後
期
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
多
い
組
織
培
養
苗
を
台
木
と
し
て
用
い
た
場
合
，
ユ
ズ
肌
病
を
か
な
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
一
7
2
一
　
さ
ら
に
，
根
の
生
理
活
性
は
内
生
生
長
調
節
物
質
の
生
合
成
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
3
）
。
特
に
，
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
は
根
で
合
成
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
，
実
際
に
根
の
生
理
活
性
が
高
い
組
織
培
養
苗
の
方
が
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
，
組
織
培
養
苗
に
お
い
て
地
上
部
の
分
枝
が
多
く
，
実
際
に
接
木
し
た
場
合
に
花
芽
形
成
が
良
好
な
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
木
本
性
植
物
の
相
的
変
換
（
P
h
a
s
e
　
c
h
a
n
g
e
）
の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
，
一
度
成
木
相
に
達
し
た
も
の
を
栄
養
繁
殖
し
て
も
容
易
に
幼
木
層
に
戻
ら
な
い
（
1
8
に
と
で
あ
る
。
し
か
し
，
3
0
年
生
の
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
苗
か
ら
，
3
年
生
の
実
生
苗
と
同
様
の
ト
ゲ
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗
に
お
け
る
挿
木
発
根
能
は
実
生
苗
と
同
程
度
で
あ
り
，
成
木
の
失
っ
た
抽
木
発
根
能
を
回
復
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
と
同
様
の
若
返
し
現
象
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
一
方
，
C
a
n
c
e
l
］
i
e
r
ら
（
6
｝
は
，
ブ
ド
ウ
の
組
織
培
養
苗
の
圃
場
試
験
に
お
い
て
，
定
植
直
後
に
組
織
培
養
苗
で
若
返
り
現
象
を
示
し
た
特
性
は
，
数
年
後
に
ま
で
維
持
さ
れ
る
も
の
と
，
も
と
の
植
物
体
の
特
性
に
戻
る
も
の
に
分
か
れ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
本
実
験
に
お
い
て
も
，
養
成
3
年
目
に
組
織
培
養
苗
で
見
ら
れ
た
ト
ゲ
は
5
年
目
に
は
全
く
消
失
し
，
変
わ
っ
て
花
芽
が
形
成
さ
れ
た
が
，
挿
木
発
根
能
は
そ
の
後
も
低
下
せ
ず
維
持
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
で
み
ら
れ
た
若
返
り
現
象
は
，
そ
の
特
性
の
一
部
だ
け
で
起
こ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
れ
と
は
別
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
を
用
い
て
，
同
様
に
そ
れ
ら
の
諸
特
性
を
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
の
生
育
特
性
は
，
実
生
苗
と
成
木
の
接
木
苗
の
中
間
の
特
性
を
示
し
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
に
お
い
て
，
ト
ゲ
は
樹
齢
の
経
過
に
と
も
な
っ
て
減
少
し
，
成
木
の
挿
木
苗
で
は
そ
れ
が
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
は
花
芽
形
成
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
見
て
も
，
過
渡
相
（
T
r
a
n
s
i
t
i
o
n
a
］
p
h
a
s
e
）
の
状
態
に
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
一
7
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一
第
2
章
　
ナ
シ
栽
培
品
種
自
根
苗
の
特
性
　
近
年
，
ナ
シ
産
地
鳥
取
に
お
い
て
，
主
要
栽
培
品
種
で
あ
る
‘
二
十
世
紀
’
は
，
樹
齢
4
0
～
5
0
年
の
老
木
が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
，
こ
れ
に
よ
る
生
産
力
の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
改
植
・
新
植
に
よ
る
老
木
の
更
新
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
た
め
に
大
量
の
苗
木
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
　
ま
た
，
接
木
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
病
（
え
そ
斑
点
病
，
ナ
シ
萎
縮
病
）
の
伝
染
に
よ
り
果
実
の
品
質
低
下
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
生
産
現
場
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
木
の
生
産
，
配
布
が
早
急
に
望
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
は
挿
木
に
よ
る
発
根
が
困
難
な
た
め
に
，
従
来
の
接
木
に
よ
る
苗
木
生
産
で
は
限
界
が
あ
り
そ
の
供
給
が
間
に
合
わ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
台
木
を
使
用
せ
ず
短
期
間
に
大
量
の
自
根
苗
を
生
産
す
る
方
法
の
確
立
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。
　
一
方
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
の
繁
殖
法
と
し
て
，
組
織
培
養
に
よ
る
大
量
増
殖
法
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
5
）
。
こ
れ
に
よ
り
，
さ
き
に
述
べ
た
現
在
生
産
現
場
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
自
根
苗
の
特
性
に
つ
い
て
は
未
だ
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
，
早
急
な
検
討
が
望
ま
れ
て
い
る
。
　
本
章
で
は
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
栽
培
晶
種
自
根
苗
の
特
性
に
つ
い
て
，
従
来
の
接
木
苗
と
比
較
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
，
自
根
苗
の
実
用
化
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
，
自
根
苗
か
ら
穂
木
を
採
取
し
て
接
木
試
験
を
行
い
，
そ
の
接
木
苗
の
特
性
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
た
。
第
1
節
　
自
根
苗
と
接
木
苗
の
特
性
比
較
1
．
材
料
及
び
方
法
　
本
学
農
場
に
栽
植
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
‘
二
十
世
紀
及
び
豊
水
’
を
供
試
し
た
。
栽
培
品
種
自
根
苗
は
，
そ
れ
ぞ
れ
第
1
章
と
同
様
の
方
法
で
培
養
し
発
根
さ
せ
て
，
1
9
8
7
年
春
に
馴
化
・
養
成
し
た
（
写
真
1
7
）
。
～
方
，
接
木
苗
は
，
自
根
苗
と
同
年
春
に
そ
れ
ぞ
れ
の
穂
木
を
2
年
生
の
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
台
木
に
接
木
し
養
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
自
根
苗
と
接
木
苗
を
以
下
の
実
験
に
用
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
比
較
検
討
し
た
。
な
お
，
そ
れ
ぞ
れ
の
自
根
苗
と
接
木
苗
は
，
養
成
3
年
目
の
1
9
8
9
年
春
に
圃
場
へ
定
植
し
た
。
　
1
）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成
　
1
9
8
8
年
（
2
年
生
）
の
1
0
月
中
句
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の
自
根
苗
と
接
木
苗
の
総
新
梢
長
及
び
幹
径
を
調
査
し
た
。
ま
た
，
自
根
苗
に
も
花
芽
形
成
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
，
花
芽
形
成
率
も
併
せ
て
調
査
し
た
。
　
2
）
形
態
的
特
性
　
1
9
8
9
年
（
3
年
生
）
の
1
0
月
中
旬
に
・
‘
豊
水
’
の
自
　
　
　
　
写
真
1
7
各
栽
培
品
種
自
根
苗
の
生
育
状
態
根
苗
と
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
調
査
し
た
。
　
　
　
　
　
　
佐
1
豊
水
，
中
：
‘
八
雲
，
右
：
‘
お
さ
二
十
世
紀
）
　
3
）
果
実
一
7
4
一
　
1
9
8
9
年
に
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
と
接
木
苗
に
果
実
を
着
果
さ
せ
，
収
穫
適
期
（
適
熟
）
に
果
実
を
収
穫
し
，
果
径
，
果
重
，
糖
度
及
び
硬
度
を
測
定
し
た
。
2
．
結
果
　
1
）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成
　
豊
水
’
及
び
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
の
特
性
を
第
1
4
表
，
第
1
5
表
に
，
ま
た
こ
れ
ら
の
生
育
状
態
を
写
真
1
8
，
写
真
1
9
に
示
し
た
。
供
試
し
た
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
，
新
梢
生
産
量
に
金
く
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
幹
径
は
接
木
苗
の
方
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
，
花
芽
形
成
率
は
一
般
に
接
木
苗
の
方
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
，
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
2
）
形
態
的
特
性
　
‘
豊
水
’
の
自
根
苗
及
び
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
写
真
2
0
に
示
し
た
。
自
根
苗
は
接
木
苗
に
比
べ
根
量
が
多
く
，
ま
た
接
木
苗
と
ほ
ぼ
同
量
の
細
根
を
持
ち
し
か
も
中
根
，
太
根
の
割
合
が
多
い
た
め
根
群
が
広
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
　
3
）
果
実
　
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
に
，
養
成
3
年
目
の
1
9
8
9
年
に
初
め
て
結
実
し
た
果
実
を
写
真
2
1
に
示
し
た
。
自
根
苗
か
ら
得
ら
れ
た
果
実
は
，
形
状
，
味
，
肉
質
と
も
に
従
来
の
‘
二
十
世
紀
’
と
同
様
で
あ
り
，
組
織
培
養
に
よ
る
変
異
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
，
果
実
の
大
き
さ
は
接
木
苗
の
方
が
大
き
く
，
収
穫
時
期
は
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
　
　
第
1
4
表
　
豊
水
’
自
根
苗
の
生
育
特
性
（
1
9
8
8
）
　
　
　
　
　
　
第
1
5
表
　
t
二
十
世
紀
’
自
根
苗
の
生
育
特
性
（
1
9
8
8
）
　
台
　
木
総
新
梢
長
（
c
m
）
幹
径
（
m
m
）
花
芽
形
成
率
（
％
）
　
台
　
木
総
新
梢
長
（
c
m
）
幹
径
（
m
m
）
花
芽
形
成
率
（
％
）
　
接
木
苗
　
　
3
2
3
．
O
a
之
　
　
1
9
．
8
a
　
　
　
2
0
．
8
a
　
　
　
接
木
苗
　
　
2
2
0
．
4
a
z
　
　
2
0
．
O
a
　
　
　
2
2
．
4
a
　
自
根
苗
　
　
3
2
4
．
3
a
　
　
1
7
．
4
a
　
　
　
7
．
9
a
　
　
　
自
根
苗
　
　
2
2
0
．
O
a
　
　
1
3
、
7
a
　
　
　
1
6
．
8
a
　
之
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）
　
　
　
　
　
　
　
z
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）
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鰍
写
真
1
8
　
‘
豊
水
’
の
自
根
苗
と
接
木
苗
の
生
育
状
態
（
養
成
2
年
　
写
真
1
9
　
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
と
接
木
苗
の
生
育
状
態
（
養
成
　
　
　
目
）
（
左
：
接
木
苗
　
右
：
額
根
苗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
年
目
）
（
左
：
接
木
苗
　
右
：
自
根
苗
）
一
7
5
一
写
真
2
G
‘
豊
水
’
の
自
根
苗
と
接
木
苗
の
根
の
形
態
　
　
　
（
左
：
接
木
苗
　
右
：
自
根
苗
）
写
真
2
1
‘
二
十
世
紀
自
根
苗
の
果
実
第
2
節
　
自
根
苗
穂
木
を
用
い
た
接
木
苗
の
特
性
1
．
材
料
及
び
方
法
　
第
1
節
と
同
様
の
方
法
で
養
成
し
た
豊
水
’
及
び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
と
，
本
学
農
場
に
栽
植
さ
れ
て
い
る
‘
豊
水
’
及
び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
供
試
し
た
。
1
9
8
8
年
1
月
に
両
者
よ
り
穂
木
を
採
取
し
1
9
8
8
年
3
月
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
台
木
に
接
木
し
た
。
こ
れ
ら
の
接
木
苗
を
以
下
の
実
験
に
用
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
比
較
検
討
し
た
。
　
1
）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成
　
1
9
8
8
年
（
1
年
生
）
，
1
9
8
9
年
（
2
年
生
）
の
1
0
月
中
旬
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の
接
木
苗
の
総
新
梢
長
，
幹
径
及
び
花
芽
形
成
率
を
調
査
し
た
。
　
2
）
形
態
的
特
性
　
1
9
8
9
年
の
1
0
月
中
旬
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
調
査
し
た
。
　
3
）
無
機
成
分
の
吸
収
　
1
9
8
8
年
6
月
か
ら
1
0
月
に
か
け
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
接
木
苗
の
葉
（
成
葉
）
を
経
時
的
に
採
取
し
た
。
採
取
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
は
乾
物
に
し
て
粉
末
試
料
と
し
，
第
1
章
第
1
節
と
同
様
の
方
法
で
，
チ
ッ
ソ
，
リ
ン
，
カ
リ
ウ
ム
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
葉
内
含
量
を
測
定
し
た
。
2
．
結
果
　
1
）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成
　
‘
豊
水
’
及
び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
穂
木
の
特
性
を
第
1
6
表
，
第
1
7
表
に
示
し
た
。
養
成
1
年
目
の
1
9
8
8
年
に
お
い
て
，
豊
水
’
で
は
自
根
苗
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
で
は
両
者
の
間
に
ほ
と
ん
ど
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，
養
成
2
年
目
の
1
9
8
9
年
で
は
供
試
し
た
2
晶
種
と
も
両
者
の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
自
根
苗
の
方
が
生
育
が
良
好
で
あ
っ
た
。
　
一
方
，
花
芽
形
成
率
は
，
‘
豊
水
’
に
お
い
て
は
従
来
の
穂
木
の
方
が
高
く
自
根
苗
と
の
間
に
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
両
者
の
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
7
6
一
第
1
6
表
　
t
豊
水
’
自
根
苗
穂
の
特
性
総
新
梢
長
（
c
m
）
幹
径
（
m
m
）
花
芽
形
成
率
（
％
）
穂
　
木
1
9
8
8
1
9
8
9
1
9
8
8
　
　
　
　
1
9
8
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1
9
8
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1
9
8
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照
7
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G
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3
4
．
O
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9
．
5
a
　
1
6
．
5
a
　
3
6
．
4
a
　
1
7
．
8
a
自
根
苗
　
　
　
1
7
4
．
7
a
　
　
　
3
0
7
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O
a
　
　
　
1
1
．
O
a
　
　
1
6
．
8
a
　
　
　
7
．
9
b
　
　
　
6
．
O
b
z
ダ
ン
カ
ン
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）
第
1
7
表
　
¶
お
さ
二
十
世
紀
自
根
苗
穂
の
特
性
総
薪
梢
長
（
c
m
）
幹
径
（
m
田
）
花
芽
形
成
率
（
％
）
穂
　
木
1
9
8
8
1
9
8
9
1
9
8
8
　
　
　
　
1
9
8
9
　
　
　
　
ユ
9
8
8
　
　
　
　
1
9
8
9
対
照
7
9
．
5
a
2 2
3
4
．
O
a
9
．
1
a
　
1
5
．
1
a
　
3
．
6
a
　
1
0
．
2
a
自
根
苗
　
　
　
7
3
。
8
a
　
　
　
　
3
0
7
．
O
a
　
　
　
9
．
5
a
　
　
　
1
7
．
1
a
　
　
　
6
．
8
a
　
　
　
　
8
．
7
a
z
ダ
ン
カ
ン
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）
》
ノ
ぜ
繋
写
真
2
2
‘
豊
水
’
の
根
の
形
態
に
及
ぼ
す
額
根
苗
穂
木
の
影
響
　
写
真
2
3
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
根
の
形
態
に
及
ぼ
す
自
根
苗
穂
木
　
　
　
　
　
（
左
：
対
照
　
　
右
：
自
根
苗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
影
響
（
左
：
対
照
　
　
右
：
自
根
苗
）
　
2
）
形
態
的
特
性
　
そ
れ
ぞ
れ
の
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
写
真
2
2
，
写
真
2
3
に
示
し
た
。
‘
豊
水
’
で
は
従
来
の
穂
木
の
方
が
多
少
根
量
が
多
か
っ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
逆
に
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
根
量
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
供
試
し
た
2
品
種
と
も
，
根
系
の
構
成
割
合
に
つ
い
て
は
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
3
）
無
機
成
分
の
吸
収
　
自
根
苗
の
穂
木
と
従
来
の
穂
木
を
接
木
し
た
2
品
種
の
葉
内
無
機
成
分
含
量
の
変
化
を
第
2
1
図
か
ら
第
2
5
図
に
示
し
た
。
葉
内
チ
ッ
ソ
含
量
は
，
2
晶
種
と
も
両
者
の
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
リ
ン
及
び
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
，
豊
水
’
に
お
い
て
は
従
来
の
穂
木
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
両
者
の
間
に
一
定
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
カ
リ
ウ
ム
含
量
は
，
豊
水
’
に
お
い
て
は
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
は
，
‘
豊
水
’
に
お
い
て
は
従
来
の
穂
木
の
方
が
特
に
高
い
値
で
推
移
し
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
れ
な
か
っ
た
。
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図
　
豊
水
’
及
び
お
さ
二
十
世
紀
’
の
葉
内
マ
グ
　
　
　
ネ
シ
ウ
ム
含
量
に
及
ぼ
す
自
根
苗
穂
木
の
影
響
　
　
　
　
　
O
刈
　
l
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目
根
1
’
1
∫
写
真
2
4
胴
枯
病
に
よ
り
枯
死
し
た
自
根
苗
　
　
（
左
’
‘
豊
水
’
右
　
‘
二
十
世
紀
’
）
◎
ミ
第
3
節
　
考
察
　
本
実
験
で
供
試
し
た
‘
豊
水
’
及
び
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
は
，
接
木
苗
と
比
較
し
て
新
梢
生
長
が
旺
盛
で
あ
っ
た
が
，
幹
径
は
逆
に
接
木
苗
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
W
e
b
s
t
e
r
ら
（
2
7
｝
は
，
リ
ン
ゴ
の
栽
培
品
種
自
根
苗
の
圃
場
試
験
を
行
い
，
養
成
1
～
2
年
目
に
お
い
て
は
接
木
苗
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
あ
が
，
そ
れ
以
降
に
な
る
と
自
根
苗
の
方
が
良
好
な
生
育
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
本
実
験
に
お
い
て
も
，
さ
ら
に
養
成
年
数
が
経
過
し
て
い
け
ぼ
自
根
苗
の
方
が
生
育
が
旺
勢
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
　
本
実
験
で
供
試
し
た
自
根
苗
は
，
養
成
当
年
度
の
個
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
根
系
が
1
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
。
一
方
，
接
木
苗
は
2
年
生
の
実
生
台
木
に
接
木
し
た
個
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
，
自
根
苗
と
は
明
ら
か
に
根
系
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
，
自
根
苗
は
定
植
時
に
お
い
て
接
木
苗
よ
り
も
小
さ
く
，
圃
場
試
験
の
際
定
植
時
の
大
き
さ
や
生
育
状
態
に
よ
っ
て
，
そ
の
後
の
生
育
が
左
右
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
た
め
，
写
真
2
4
に
示
す
よ
う
に
，
自
根
苗
が
胴
枯
れ
病
に
よ
り
枯
死
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
，
定
植
時
ま
で
に
自
根
苗
が
接
木
苗
と
ほ
ぼ
同
様
の
生
育
状
態
を
示
す
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
‘
二
十
世
紀
’
自
根
苗
に
結
実
し
た
果
実
の
特
性
は
，
従
来
の
接
木
苗
の
果
実
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
組
織
培
養
に
よ
る
変
異
は
起
こ
っ
て
い
な
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
，
果
実
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
，
自
根
苗
一
7
9
一
に
結
実
し
た
果
実
は
従
来
の
接
木
苗
の
果
実
よ
り
も
多
少
小
さ
か
っ
た
が
，
自
根
苗
の
方
が
生
育
が
旺
盛
と
な
っ
て
く
る
こ
と
に
伴
っ
て
，
果
実
も
大
き
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
～
方
，
自
根
苗
を
穂
木
と
し
て
接
木
試
験
を
行
っ
た
結
果
，
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
従
来
の
穂
木
よ
り
も
生
育
が
旺
盛
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
W
e
b
s
t
e
r
（
2
8
）
ら
は
リ
ン
ゴ
の
楼
性
台
木
の
一
つ
で
あ
る
M
M
．
1
0
6
の
実
生
苗
に
，
自
根
苗
の
穂
木
と
従
来
の
穂
木
を
を
接
木
し
た
場
合
，
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
，
根
の
形
態
に
お
い
て
，
自
根
苗
の
穂
木
を
接
木
す
る
こ
と
に
よ
り
多
少
の
根
量
の
増
加
が
認
め
ら
れ
た
。
同
様
に
無
機
成
分
の
吸
収
に
お
い
て
も
，
自
根
苗
の
穂
木
を
接
木
す
る
こ
と
に
よ
り
，
従
来
の
穂
木
を
接
木
し
た
も
の
と
比
べ
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
，
自
根
苗
の
穂
木
が
台
木
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
　
さ
ら
に
，
自
根
苗
の
穂
木
の
ウ
イ
ル
ス
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
ナ
シ
系
統
の
S
G
V
（
s
t
e
m
　
g
r
o
o
v
i
n
g
　
v
i
r
u
s
）
を
保
毒
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
，
自
根
苗
穂
木
の
旺
盛
な
生
育
は
穂
木
の
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
，
自
根
苗
穂
木
の
花
芽
形
成
率
が
低
い
値
を
示
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
，
穂
木
自
体
の
若
返
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
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第
3
章
　
総
合
考
察
　
本
研
究
は
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
ナ
シ
台
木
及
び
栽
培
品
種
自
根
苗
を
従
来
の
実
生
苗
及
び
接
木
苗
と
比
較
し
，
形
態
的
・
生
理
的
観
点
か
ら
諸
特
性
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
，
こ
れ
ら
の
実
用
性
を
検
討
す
る
目
的
で
行
っ
た
。
　
ま
ず
，
組
織
培
養
に
よ
り
養
成
さ
れ
た
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
ゾ
（
組
織
培
養
苗
）
は
従
来
の
種
子
繁
殖
に
よ
り
養
成
さ
れ
た
個
体
（
実
生
苗
）
に
比
べ
，
生
育
が
旺
盛
で
樹
勢
が
強
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
著
し
く
細
根
量
が
多
く
，
そ
の
生
理
活
性
も
高
か
っ
た
。
一
般
に
根
の
生
理
活
性
は
養
水
分
の
吸
収
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
α
6
・
2
6
）
，
根
細
胞
の
好
気
呼
吸
に
よ
り
特
定
養
成
の
積
極
的
吸
収
が
促
進
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
は
養
水
分
の
吸
収
器
官
で
あ
る
細
根
の
量
が
多
く
，
し
か
も
そ
の
生
理
活
性
が
高
い
こ
と
が
，
旺
盛
な
生
育
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
さ
ら
に
，
伴
野
ら
（
3
）
は
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
に
お
け
る
内
生
生
長
物
質
及
び
細
根
の
生
理
活
性
の
動
き
を
調
べ
，
内
生
生
長
調
節
物
質
の
生
合
成
と
根
の
生
理
活
性
の
関
連
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
特
に
，
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
は
根
で
合
成
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
，
実
際
に
根
の
生
理
活
性
が
高
い
組
織
培
養
苗
の
方
が
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
含
量
が
多
か
っ
た
。
ま
た
地
上
部
に
お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
含
量
も
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，
逆
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
は
実
生
苗
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
組
織
培
養
苗
が
地
上
部
の
分
枝
が
多
く
，
徒
長
せ
ず
に
充
実
型
の
生
育
を
示
し
た
こ
と
は
，
こ
れ
ら
の
内
生
生
長
調
節
物
質
含
量
の
多
少
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
　
一
方
，
緑
枝
挿
し
に
よ
り
得
ら
れ
た
挿
木
苗
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
は
良
好
な
生
育
を
示
し
た
。
ま
た
，
緑
枝
挿
し
に
よ
る
発
根
に
お
い
て
，
養
成
5
年
目
の
場
合
で
も
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
と
ほ
ぼ
同
様
の
発
根
率
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
，
ナ
シ
台
木
の
挿
木
に
よ
る
繁
殖
も
可
能
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
，
同
一
の
遺
伝
子
を
持
ち
し
か
も
生
育
が
旺
盛
な
優
良
台
木
を
大
量
に
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
っ
ぎ
に
，
3
0
年
生
の
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
苗
か
ら
，
3
年
生
の
実
生
苗
と
同
様
の
ト
ゲ
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗
は
緑
枝
挿
し
に
よ
る
発
根
に
お
い
て
実
生
苗
と
同
程
度
発
根
し
，
成
木
の
失
っ
た
挿
木
発
根
能
を
回
復
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
特
性
は
，
そ
の
個
体
が
幼
木
相
の
状
態
に
あ
る
こ
と
の
指
標
と
さ
れ
て
お
り
，
組
織
培
養
苗
は
若
返
り
現
象
を
起
こ
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
現
在
，
実
生
に
お
け
る
幼
木
相
か
ら
成
木
相
へ
の
変
換
に
と
も
な
う
内
的
要
因
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
の
点
が
多
く
，
そ
の
逆
の
成
木
相
か
ら
幼
木
相
へ
の
変
換
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
木
本
生
植
物
の
相
的
変
換
の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
，
一
度
成
木
相
に
達
し
た
も
の
を
栄
養
繁
殖
し
て
も
，
た
や
す
く
は
幼
木
相
に
戻
ら
な
い
く
1
8
に
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
，
成
木
相
に
達
し
て
い
る
植
物
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
，
再
び
幼
木
相
に
戻
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
（
2
1
）
。
ま
た
，
木
本
生
植
物
の
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
が
，
碗
励
タ
η
圃
場
に
お
い
て
若
返
り
現
象
を
示
し
た
と
い
う
報
告
が
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
（
1
・
1
°
・
1
2
・
1
4
・
1
5
・
三
7
・
2
3
・
2
5
）
。
　
一
般
に
，
幼
木
相
の
状
態
に
あ
る
植
物
体
は
旺
盛
な
栄
養
生
長
を
行
う
こ
と
か
ら
，
組
織
培
養
苗
が
旺
盛
な
生
育
を
示
し
た
こ
と
は
若
返
り
現
象
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
旺
盛
な
生
育
を
示
し
た
こ
と
の
原
因
と
し
て
，
組
織
培
養
苗
が
細
根
量
が
多
く
，
そ
の
生
理
活
性
が
高
い
こ
と
を
さ
き
に
述
べ
た
が
，
若
返
り
現
象
と
細
根
量
及
び
そ
の
生
理
活
性
の
間
に
は
，
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
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ま
た
，
F
r
y
d
m
a
n
ら
（
8
）
も
，
根
が
相
的
変
換
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
，
根
で
合
成
さ
れ
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
が
相
的
変
換
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
，
木
本
生
植
物
の
頂
端
分
裂
組
織
は
幼
木
相
か
ら
成
木
相
へ
の
移
行
の
ス
イ
ッ
チ
を
持
っ
て
お
り
，
幼
木
相
の
頂
端
分
裂
組
織
に
お
け
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
は
成
木
相
の
そ
れ
よ
り
も
多
い
と
い
う
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
σ
川
。
こ
の
こ
と
は
，
根
で
合
成
さ
れ
た
ジ
ベ
レ
リ
ン
が
地
上
部
へ
移
動
し
頂
端
分
裂
組
織
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
活
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
実
験
に
お
い
て
，
組
織
培
養
苗
の
根
に
お
け
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
は
実
生
苗
よ
り
も
少
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
組
織
培
養
苗
は
3
年
生
の
実
生
苗
と
同
レ
ベ
ル
ま
で
若
返
っ
て
お
ら
ず
，
実
生
苗
と
成
木
の
中
間
の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
若
返
り
現
象
の
起
こ
る
内
的
要
因
と
し
て
，
今
後
成
木
も
含
め
て
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
が
若
返
り
現
象
を
起
こ
し
た
原
因
と
し
て
，
R
o
s
a
t
i
ら
（
2
2
）
は
，
物
〃
i
ヵ
η
に
お
け
る
培
養
の
際
に
培
地
に
添
加
し
た
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
効
果
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
Z
i
m
m
e
r
m
a
1
1
（
2
9
）
も
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
の
分
枝
の
増
加
は
，
　
i
η
〃
劾
η
に
お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
処
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
実
験
に
供
試
し
た
組
織
培
養
苗
は
，
B
A
（
ベ
ン
ジ
ル
ア
デ
ニ
ン
）
1
．
O
m
g
／
1
，
I
B
A
（
イ
ン
ド
ー
ル
酪
酸
）
0
．
1
m
g
／
1
の
条
件
下
で
培
養
し
た
も
の
で
あ
り
，
か
な
り
高
濃
度
で
長
期
間
処
理
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
に
は
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
効
果
が
か
な
り
残
っ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
　
ま
た
，
伴
野
ら
（
5
）
は
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
晶
種
の
組
織
培
養
に
よ
る
繁
殖
に
つ
い
て
，
継
代
回
数
と
発
根
の
関
係
を
検
討
し
，
継
代
回
数
が
6
代
目
ま
で
は
全
く
発
根
し
な
い
が
，
7
代
鼠
以
降
に
な
る
と
発
根
す
る
個
体
が
増
加
し
て
く
る
と
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
，
T
a
k
e
n
o
（
2
5
）
ら
は
，
継
代
回
数
の
増
加
に
伴
う
発
根
率
の
向
上
は
，
内
生
ジ
ベ
レ
リ
ン
と
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の
現
象
と
関
連
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
継
代
培
養
期
間
中
の
質
的
変
化
，
中
で
も
内
生
ジ
ベ
レ
リ
ン
と
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の
減
少
に
よ
り
発
根
が
促
進
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
，
今
後
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
不
定
根
形
成
に
関
連
し
て
重
要
な
研
究
材
料
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
，
組
織
培
養
苗
は
若
返
り
現
象
を
示
し
た
が
，
養
成
5
年
目
に
お
い
て
ト
ゲ
が
全
く
消
失
し
て
花
芽
が
形
成
さ
れ
，
葉
の
形
態
は
成
木
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
発
根
能
は
実
生
苗
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
，
幼
木
相
の
特
性
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
，
若
返
り
現
象
は
特
性
の
一
部
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
O
l
i
p
h
a
n
t
ら
（
’
9
）
，
　
C
a
n
c
e
l
l
i
e
r
ら
（
6
）
も
，
こ
れ
と
同
様
の
現
象
を
確
認
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
発
根
が
容
易
で
あ
る
個
体
で
あ
り
つ
つ
，
花
芽
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
，
組
織
培
養
苗
を
実
用
化
し
て
い
く
上
で
，
大
い
に
有
利
な
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
特
性
を
調
査
し
た
結
果
，
組
織
培
養
苗
は
樹
体
の
生
育
及
び
形
態
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
，
他
の
二
つ
の
中
間
的
な
特
性
を
示
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
特
に
組
織
培
養
苗
と
成
木
は
同
一
の
個
体
か
ら
得
ら
れ
た
（
遺
伝
的
に
同
じ
）
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
，
根
の
形
態
に
著
し
い
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
は
，
花
芽
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
，
幼
木
相
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
過
渡
相
の
状
態
に
あ
る
と
考
え
た
方
が
，
よ
り
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
つ
ぎ
に
，
組
織
培
養
苗
を
実
用
化
し
て
い
く
た
め
に
，
実
際
に
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
を
接
木
し
て
そ
の
特
性
を
調
査
し
た
結
果
，
組
織
培
養
台
木
の
方
が
従
来
の
実
生
台
木
に
比
べ
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
そ
の
よ
う
な
旺
盛
な
生
育
に
も
か
か
わ
ら
ず
花
芽
形
成
が
良
好
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
，
こ
れ
ら
の
こ
と
は
実
際
栽
培
に
お
い
て
有
利
な
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
，
組
織
培
養
苗
と
台
木
と
し
て
新
水
を
接
木
し
た
も
の
に
お
い
て
，
従
来
の
も
の
に
比
べ
細
根
量
の
著
し
い
増
加
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
‘
新
水
’
に
お
い
て
一
8
2
一
組
織
培
養
苗
を
台
木
す
る
こ
と
に
よ
り
，
従
来
の
徒
長
的
な
生
育
を
抑
え
，
落
ち
つ
い
た
生
育
を
す
る
事
が
期
待
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
初
期
生
育
が
旺
盛
で
樹
勢
が
強
く
，
特
性
の
一
部
が
若
返
り
現
象
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
，
こ
れ
ら
を
台
木
と
し
て
実
際
に
接
木
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
台
木
と
ほ
ぼ
同
様
の
特
性
を
示
し
，
組
織
培
養
苗
を
台
木
と
し
た
も
の
は
苗
木
と
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
リ
ン
ゴ
に
お
い
て
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
は
早
期
開
花
，
早
期
結
実
を
し
，
さ
ら
に
収
量
も
多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
②
。
ニ
ホ
ン
ナ
シ
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
台
木
を
用
い
た
場
合
，
同
様
な
結
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
，
今
後
も
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
一
方
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
‘
二
十
世
紀
’
豊
水
’
の
自
根
苗
は
，
従
来
の
接
木
苗
と
比
較
し
て
新
梢
生
長
は
旺
盛
で
あ
っ
た
が
，
幹
径
は
一
般
に
小
さ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
，
自
根
苗
は
植
え
付
け
当
初
生
育
が
良
好
で
な
い
と
い
う
報
告
が
み
ら
れ
る
（
9
・
2
2
・
2
9
）
。
そ
の
原
因
と
し
て
，
植
え
付
け
時
の
根
系
の
差
異
と
苗
木
の
大
き
さ
が
考
え
ら
れ
る
。
自
根
苗
は
養
成
当
年
度
の
個
体
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
，
接
木
苗
は
そ
の
台
木
が
穂
木
を
接
木
で
き
る
ま
で
に
あ
る
程
度
年
数
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
，
た
と
え
一
年
生
の
苗
木
で
あ
っ
て
も
接
木
は
1
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
，
両
者
を
単
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
，
自
根
苗
は
接
木
苗
に
比
べ
て
根
系
が
小
さ
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
，
植
え
付
け
時
の
大
き
さ
が
ど
う
し
て
も
小
さ
く
，
そ
の
後
の
生
育
が
周
囲
の
環
境
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
，
植
え
付
け
1
年
目
に
お
い
て
枯
死
し
て
い
く
個
体
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
自
根
苗
を
実
用
化
し
て
い
く
場
合
，
植
え
付
け
時
の
苗
木
の
大
き
さ
を
で
き
る
限
り
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
，
そ
の
後
の
収
量
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
生
長
促
進
の
た
め
の
処
理
を
行
っ
た
り
，
温
室
等
に
入
れ
て
で
き
る
だ
け
早
く
生
長
さ
せ
る
な
ど
の
処
置
が
必
要
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
，
自
根
苗
を
生
産
し
て
い
く
た
め
に
は
，
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
，
今
後
そ
の
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
く
た
め
に
，
さ
ら
に
簡
便
な
方
法
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
一
方
，
‘
豊
水
’
及
び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
の
穂
木
を
用
い
て
接
木
試
験
を
行
っ
た
結
果
，
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
従
来
の
穂
木
に
比
べ
生
育
が
旺
勢
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
，
自
根
苗
の
穂
木
が
旺
盛
な
生
育
を
示
し
た
こ
と
は
，
自
根
苗
の
穂
木
が
旺
盛
な
生
育
を
示
し
た
こ
と
は
，
自
根
苗
自
体
の
良
好
な
生
育
が
結
び
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
，
自
根
苗
の
穂
木
の
ウ
イ
ル
ス
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
ナ
シ
系
統
の
S
G
V
を
保
毒
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
，
自
根
苗
の
穂
木
が
旺
盛
な
生
育
を
示
し
た
こ
と
は
，
穂
木
の
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
，
自
根
苗
の
穂
木
の
花
芽
形
成
率
が
低
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
，
穂
木
自
体
の
若
返
り
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
W
e
b
s
t
e
r
ら
（
2
8
）
は
，
自
根
苗
の
穂
木
を
接
木
し
た
場
合
に
お
い
て
，
花
芽
形
成
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
個
体
が
出
現
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
　
今
後
，
完
全
な
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
の
個
体
を
得
る
た
め
に
は
，
熱
処
理
と
茎
頂
培
養
を
併
用
し
て
行
っ
た
り
，
ま
た
摘
出
す
る
茎
頂
端
の
大
き
さ
を
0
．
2
m
m
程
度
に
ま
で
小
さ
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
が
可
能
に
な
れ
ば
，
そ
の
個
体
を
原
原
母
樹
と
し
て
，
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
を
生
産
現
場
へ
供
給
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
，
自
根
苗
の
穂
木
の
花
芽
形
成
率
が
低
い
値
を
示
し
た
こ
と
は
，
実
用
面
に
お
い
て
不
利
な
条
件
と
な
る
こ
と
か
ら
，
今
後
花
芽
形
成
を
良
好
に
し
て
い
く
た
め
に
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
の
結
果
か
ら
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
自
根
苗
の
初
期
生
育
は
良
好
で
あ
り
，
自
根
苗
に
よ
る
果
実
一
8
3
一
生
産
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
近
年
，
組
織
培
養
に
よ
る
得
ら
れ
た
自
根
苗
は
，
従
来
の
接
木
苗
よ
り
も
収
量
が
多
く
な
る
こ
と
が
多
数
報
告
さ
れ
て
お
り
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
自
根
苗
に
お
い
て
も
収
量
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
，
自
根
苗
は
台
木
と
穂
木
の
相
互
作
用
（
i
n
t
e
r
a
c
t
i
o
n
）
を
究
明
し
て
い
く
上
で
，
重
要
な
研
究
材
料
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
今
後
こ
れ
ら
の
実
用
化
に
あ
た
り
，
果
実
の
収
量
・
品
質
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
摘
要
　
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
ナ
シ
台
木
及
び
栽
培
品
種
自
根
苗
の
実
用
化
の
可
能
性
を
検
討
す
る
目
的
で
，
こ
れ
ら
を
従
来
の
実
生
苗
及
び
接
木
苗
と
比
較
し
，
形
態
的
・
生
理
的
観
点
か
ら
諸
特
性
を
調
査
し
た
。
さ
ら
に
，
3
0
年
生
の
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
台
木
が
，
3
年
生
の
実
生
台
木
と
同
様
の
R
e
j
w
飽
a
t
i
o
n
（
若
返
り
現
象
）
を
示
し
た
こ
と
に
注
目
し
，
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
　
1
．
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
台
木
（
組
織
培
養
苗
）
は
，
従
来
の
種
子
繁
殖
に
よ
り
得
ら
れ
た
台
木
（
実
生
苗
）
に
比
べ
，
初
期
生
育
が
旺
勢
で
あ
っ
た
。
　
2
．
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
著
し
く
細
根
量
が
多
く
，
地
上
部
の
分
枝
も
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗
は
3
年
目
に
お
い
て
，
ト
ゲ
の
出
現
や
挿
木
発
根
能
の
回
復
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
若
返
り
現
象
を
示
し
た
。
し
か
し
，
組
織
培
養
苗
に
出
現
し
た
ト
ゲ
は
養
成
5
年
目
に
は
全
く
消
失
し
代
わ
っ
て
花
芽
が
形
成
さ
れ
た
が
，
挿
木
発
根
能
は
そ
の
後
も
変
化
せ
ず
維
持
さ
れ
て
い
た
。
　
3
．
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
根
の
生
理
活
性
が
高
く
，
チ
ッ
ソ
の
早
期
吸
収
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
増
加
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
　
4
．
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
ベ
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
が
多
く
，
逆
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
は
実
生
苗
の
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
　
5
．
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
特
性
を
調
査
し
た
結
果
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
は
実
生
苗
と
成
木
の
挿
木
苗
の
中
間
の
特
性
を
示
し
た
。
　
6
．
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
を
台
木
と
し
て
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
を
接
木
し
た
結
果
，
組
織
培
養
台
木
の
方
が
実
生
台
木
に
比
べ
樹
体
の
初
期
生
育
が
優
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
花
芽
形
成
も
良
好
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗
を
台
木
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
り
，
果
実
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
，
無
機
成
分
の
吸
収
に
お
い
て
も
台
本
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
　
7
．
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
自
根
苗
は
，
従
来
の
接
木
苗
と
比
較
し
て
，
樹
体
の
初
期
生
育
，
花
芽
形
成
と
も
に
接
木
苗
の
方
が
若
干
良
好
で
あ
っ
た
が
，
い
ず
れ
も
両
者
の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，
自
根
苗
に
初
結
実
し
た
果
実
は
，
従
来
の
接
木
苗
の
も
の
と
同
様
で
あ
り
，
組
織
培
養
に
よ
る
変
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
8
．
自
根
苗
の
穂
木
と
従
来
の
穂
木
を
用
い
て
接
木
試
験
を
行
っ
た
結
果
，
一
般
に
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
樹
体
の
初
期
生
育
は
良
好
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
花
芽
形
成
率
さ
従
来
の
穂
木
の
方
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
　
9
．
以
上
の
結
果
か
ら
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
ナ
シ
台
木
及
び
栽
培
品
種
自
根
苗
の
初
期
生
育
は
良
好
で
あ
り
，
実
用
化
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
が
，
今
後
果
実
の
収
量
・
品
質
な
ど
に
つ
い
て
，
引
き
続
き
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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